
学術シンポジウム〓(第5回 若手臨床家検討会)

臨床獣医師の新たな挑戰

食の安心 ・安全 を求めて

1)特 別講演

食卓か ら生産現場へのメ ッセージ

小児科医の立場か ら

か くた こども&ア レルギークリニ ック 院長 角 田和彦

2)パ ネル デ ィス カ ッシ ョン

コ ー デ ィ ネ ー タ ー

パ ネ リス ト

岩手大学

か くた こども&ア レルギークリニ ック

岩手大学

NOSAI山 形

NOSAI宮 城

岡田啓司

角田和彦

大澤健司

今野幹雄

松田敬一

本検討会は、以前 より3年 計画で 「食の安心 ・安全」 をキーワー ドとして、3年 前 に 「安全で安

心 な個体診療 を求 めて」、2年 前 に 「安全で安心な群管理 を求めて」 というテーマで論議 を進めて

まい りました。食 の安心安全 が大 きな関心事 となった昨今、3年 目の今年度には、小児科 とくにア

レルギーの専 門医であ ります角 田先生 に御講演 をいただ き、消費者側か ら見た畜産 を再認識 した上

で我々臨床獣医師が関与する 「食の安心 ・安全」について締め くくりの論議 を行 いたいと考 えます。
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食卓か ら生産現場へのメッセージ 小児科医の立場か ら

角田和彦

(か くた こ ど も&ア レル ギー ク リニ ック)

最近の著作 で今回の講演の理解 を深めることがで きるもの

角田和彦:食 物 ア レルギー とアナフィラキシー。芽ばえ社、2002年12月 初版2003年4月 単行本初版

角田和彦:ア レルギーっ子の生活百科(改 定第3版)、 近代出版、2005

ホームページさまざまな情報 を公 開 しています。

ア レル ギ ー っ 子 の 生 活http://homepage2.nifty.com/smark/

性ホルモンや トランス脂肪酸の情 報はHPを 見て ください。

は じめに

ア レルギー疾患増加 の背景 には、室 内の気密化 に伴 うダニやカビ抗原の増加、室内でのペ ッ トの

飼育の増加、タバ コ煙 、食生活の洋風化 などさまざまな要因が考 えられますが、環境 中の化学物質

や性 ホルモ ンの影響 も重要 と思われ ます。現在 の子供 たちのアレルギー疾患増加の要因の1つ とし

て、環境 中、食品中の さまざまな化学物質か らの影響があるのではないか と考 え実際の診療で利用

して きま した。 さらに、環境や食事内容 を指導 し、その結果起 こる病状の変化 を観察する中で、人

工化学物質だけではな く食品中に含 まれる天然 の性 ホルモ ンもア レルギー疾患発症や悪化 に影響す

ることを感 じて きま した。つま り、人工化学物 に加えて、食品に含 まれる家畜 由来の女性ホルモ ン

も考慮 に加えると、ア レルギー疾患増加 との関係が明らかになる とい う印象 を持 ってい ます。

しか し、天然の性ホルモ ンも含めた性ホルモ ン様作用 を起 こす化学物質(特 に、女性ホルモ ン作

用 を有する化学物質:自 然な状態では食物連鎖 によ り魚介類 に高濃度で蓄積 され、それ らを餌 にし

た飼育動物の油脂、肝臓 などに蓄積 される)が 免疫 に及ぼす影響 はまだ研究段階であ り、明確 な結

論は得 られていません。 また、 トランス脂肪酸(多 くはマーガ リン、 ショー トニ ングや、高温抽 出

された植物性油脂 に含 まれ、反すう動物の肉、乳 にも含 まれる)は 、細胞膜の機能 を低下 させ、脂

肪酸代謝 を変調 させて血管疾患(虚 血性心疾患 、脳卒中など)、 アレルギー、認知症、発達の障害

などを起 こす可能性が指摘 されてい ます。 日本の子供たちに性 ホルモン作用物質や トランス脂肪酸

による影響が現 れている可能性があるか、もし、あるとした ら、 日本人の食生活の変化 の中で何が

問題 とな りうるか、一臨床医の立場で意見 を述べ ます。

1.ア レル ギー の現状

現在の 日本では多 くの子供 たちがア レルギー疾患 を有 しています。保育所でのア レルギー児の状

況 を調査 した報告では(坂 井堅太郎 ら:ア レルギーを持つ園児 に対す る保育所 における保育状況。

保健の科学43:329-334、2001)、 岡山、宮城、徳島、栃木の保育園の0歳 児 で10～20%で アレルギー

があ り、その うちの半分か ら2/3の 子供たちが食事療法 を実施 していました。年齢が高 くなる と

比率 は減少 しますが、6歳 児で も8～10%の 子供たちにア レルギーがあ りました。

H9年 の厚生労働省食物 アレルギー対策検討委員会の調査では、3歳 児の8.6%、 小学校1年 生の
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7.4%、 小学校5年 生の6.2%、 中学2年 生の6.3%、 成人の9.3%で 食物 アレルギーがあ りま した。宮

城県の小学校5年 生の調査(北 條祥子 ら:宮 城県の児童 の生活環境 と健康 に関する実態調査― 児童

の生活環境 と呼吸器 ・アレルギー性疾患有病率 の地域差、環境科学会誌14:451-463、2001)で は、

宮城県の子供たちは小学校5年 生 になるまでに、69.3%の 子供 たちが医師に何 らかのア レルギー疾

患 を指摘 されていま した。

文部科学省学校保健統計調査か ら、園児 ・学童の気管支喘息有病率の経年変化 をみる と、2003年

の気管支喘息有病率は1970年 に比べ て、幼稚 園で3倍 、小学生で7.3倍 、中学生で23倍 、高校生で

13倍 に増加 してい ます。特 に、近年 は増加が加速 してい ます。

現在 、子供 た ちの ダニ抗 原特 異 的IgEの 陽性 率 は小 学1年 生 の 男児 で63.6%と 高 く(井 手義 顕 、 そ

の他:小 中学生 にお け るス ギ花 粉 ・ヤ ケ ヒ ョウヒ ダニ特異 的IgE抗 体 保有 状 況.小 児 保 健研 究59:

357-361,2000)、1997年 には小 学生 の ダニIgE陽 性率 は56%で した。2001年 には68.6%と な り年 々増

加 して い ます(島 正之:小 学生 の鼻 ア レル ギ ー とダニ ・ス ギ特 異IgE抗 体 に関す る5年 間 の縦 断 的

研 究 。 ア レル ギー46:388、2003)。

また、スギ花粉、 ダニ、ガ、 ゴキブリなど14種 類 のアレルギー原 因物質(抗 原)に 対す る特異的

IgE抗 体の検査 した慈恵医大生の調査 報告 に よると、1970年 代生 まれの学生の特異IgE陽 性率は86

%で 、それ以前に出生 した世代の平均44%の 約2倍 です。学生258人 中、スギ花粉IgE抗 体は187人

(72%)で 、 ダニは154人(60%)で 陽性、その他 なんらかの抗体 に陽性反応があ った学生は223人

(86%)で した。また、アレルギーに対する免疫体質が完成す る乳幼児期 を大都市(人 口100万 人以

上)で 過 ご した92%が 陽性で、 中小都市 出身の80%よ りも多 く、さまざまな化学物質に曝露 されや

す い大都市部で乳幼児期 を過 ご した人ほどア レルギーを起 こしやすい ことが報告 されてい ます。

厚生科学研究 「食物 ア レルギーの実態お よび誘発物質の解明に関する研 究」ではH13及 びH14年

度 の調査で、食物 アレルギーの原因 として多 い ものは、卵、牛乳、小麦 で、その他 に果物、そば、

魚、エ ビ、 ピーナ ッツ、大豆 を報告 しています。

当院での経験では、食物 アレルギーは乳幼児 に限 らず、高学年、成人、老人にまで広がってお り、

多 くの人 たちが食物ア レルギーを起 こしていると思 われます。

2.ア レルギーは高度 な生体防衛反応

生物 は、環境中に存在する微生物や毒素の攻撃 を常 に受けてい ます。それにもかかわらず、健康

な状態で生 きていけるのは、自分の体にとって有害 な物質(自 分に とっての異物である物質、病原

体 なども含む)を 見つけ出 し排除する働 きを持 っているか らです。この仕組み を免疫 といいます。

免疫の仕組みは動物の進化 とともに発展 し、哺乳動物では他 の下等 な動物 とは違 った高度で複雑 な

仕組みを作 り出 しま した。下等 な動物は、異物が体内に侵入す ると、免疫を働 かせて処理 し、処理

できない ものは排泄 します。卵で子孫を増やす動物ではこの仕組みだけで十分ですが、哺乳動物で

は、 この免疫 だけでは困 ったことが生 じます。哺乳動物 は子が一定の大 きさになるまで体内で育 て

ます。 ところが、遺伝子の半分は父親の ものであるため、母親 にとって胎児は異物です。下等 な動

物の免疫力だけでは、胎児 を異物 と認識 して排除 して しまうことにな ります(流 産)。 そ こで、哺

乳動物 では、胎児 を排 除 しようとす る免疫(細 胞性免疫)を 抑 え、その代 わ りに新 たな免疫 を発達

させて自らの体 を環境 中の異物か ら守るように進化 しました。現在、アレルギー検査 として利用 さ
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れているIgE検 査 は、哺乳動物 だけが持 っているこの ような免疫の状態 を測定する検査 です(即 時

型アレルギー反応)。 この免疫は、いったん自分 にとって有害な物質 と認識 した異物 を記憶 してお

き、 この異物が再度体内 に侵入 しようとしたときに、体内に入ることを阻止 し、体 を守 ろうとする

反応です。スギ花粉が鼻 に入 る とくしゃみ、鼻水がでて洗い流そ うとする(ス ギ花粉症)、 吸い込

んだダニの糞 を排泄 しようとして起 こる咳(気 管支喘息)、 食べ た卵 を嘔吐 して排泄 しようとす る

(食物ア レルギー)、 原 因食品が肌 に触 れると起 こる発赤やかゆみ(接 触性皮膚炎)、 食べ た原 因食

品を皮膚か ら汗 とともに排泄 して起 こる皮膚炎(ア トピー性皮膚炎)な どがその反応 です。正常 に

働 けば、体 を守る防衛反応 として高度 な免疫反応です。 ところが、ア レルギー疾患 を有する子供 た

ちは、 この反応 を調節 して正常 に働 かせる ことがで きず、過剰 な反応 を起 こ して しまうため、激 し

いアレルギー症状 を起 こ して しまい ます。

ア レルギー疾 患 を考 える とき、 この2つ の側 面 をつか まえてお く必 要が あ ります 。

1つ 目は、体 を敵 か ら守 るための生体防衛反応 としてアレルギー反応 を起 こしているとい うこと。

卵 のアレルギーがあった場合、その子 は 「卵は 自分の体 に適 した食品ではない」 と判断 してお り、

卵が入 ってきた場合は、敵 とみなして体外へ排除するように症状を起 こします。つ まり、ア レルギー

の原因 となっている食品は、多 くのア レルギー を起 こす子供たちには体に合わない、有害な食 品で

す。 この原因 を追究す ると、その食品は、哺乳動物 としての 日本人の体質 に合 わない(処 理するこ

とがで きない)食 品であった り、 日本人の多 くの子供 たちの正常 な免疫、神経 、内分泌の発達を阻

害する有害な化学物質で汚染 されている食品であった りすることがわか ります。つまり、ア レルギー

の子供たちは、有害な食品を見分 けて食べ ない ようにしてい ると考 えることがで きます。

2つ 目の側面 は、それ らの有害 な化学物質が子供たちの免疫 に影響 し、正常 なアレルギー反応 を

混乱 させ、激 しいアレルギー症状 を起 こさせている可能性が考 えられるこ とです。食品や生活環境

中に存在する化学物質 の中には、免疫能力 を落 として しまうものが多 くあ ります(有 機 リン系殺虫

剤 、有機塩素系殺虫剤、PCB・ ダイオキシ ン、有機スズ化合物、有機水銀、黄体 ホルモ ンや卵胞ホ

ルモ ンなど女性ホルモンなど)。 これ らの化学物質によって低下 した免疫力 を補 うためにアレルギー

反応 を強 くさせ て生体防衛 をしているよ

うに思 えます。 この状態は、妊娠 中の女

性の免疫状態 に似ています。

したが って、 ア レルギー を治療す る と

きは原 因 となっているア レルギー原 因物

質 を食 品や生活環境 中か ら極力排除 し、

日本 人 としての体質 にあ った食生活 をす

ることと、 アレルギーを悪化 させている

環境 ・食 品中の化学物質 を減 らす ことが

2つ の大 きな柱 とな ります。

アナフィラキシー アレルギーの暴走

全身の臓器が浮腫(むくみ)を起こし、機能失調になった状態

アナフィラキシーの症状

じんましん 、最初に顔面蒼白、全身の紅斑 ・紅潮(赤 くなる)

全 身の浮腫(む くみ)

吐き気、嘔吐、下痢 ・腹痛 、血便

咳 、喘息、喉頭(の ど)の 浮腫(む くみ)、呼 吸困難

胸痛、動悸、不整脈

めまい、頭痛、血圧低 下

意識喪失 ・意識混濁、けいれんなど

運動をすることで起こる→運動誘発性アナフィラキシー

アレルギーのある食品を食べた後に運動をすることで起こる
→食物依存性運動誘発性アナフィラキシー

3.全 身の起 こる激 しい ア レル ギー疾患:ア ナ フ ィ ラキシー

アレルギー反応 は、外界か ら自分 を守るための免疫機能の一つです。 しか し、何 かの原 因で反応

に歯止めがかか らな くなって しまうと、 さまざまなア レルギー疾患 を起こ して しまいます。ア レル
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ギーが暴走 し、全 身に急激 に起 き、 自らの生命 を断つような状態 にまで至 って しまう場合がアナフィ

ラキシー と言 われる疾患です。現在 、アナフィラキシーは増加 し、 日本の医療現場 の中で 日常的に

み られるようになって きま した。

アナ フィラキシー とは どんな病気 か?:ア ナフィラキシーは、原 因となるもの を食べる、触 る、

吸い込 む、注入 される(虫 刺 されや注射)な どによって体内に入れて しまった後 に、突然、短時間

の うちに進んで しまう全 身の反応で、アレルギーの暴走 と考えることがで きます。血圧が下がって

しまい、生命の危機 を伴 うときはアナフィラキシーシ ョックと言われます。 アレルギー疾患の中で

最悪の病気です。

アナ フィラキシーは表の ような症状の一部、または全部が多少の時間差で起 こ ります。 じんま し

んのように皮膚の表面だけでな くもっ と深い ところで起 こるので全 身がむ くみ、腫 れ上が ります。

呼吸器や消化器、神経系、循環器 など内臓臓器 も腫れるため機能異常 を起 こ しさまざまな症状 とな

ります。

これ らの症状は、原因物質 との接触の後、(1)早い場合 は数分か ら多 くは30分 か ら2時 間ほ どで始

ま り数時間で終息 してい く即時型(は っき

り型)お よび、それに続 く遅発型の場合 と、

(2)5～6時 間以上経てか ら始 まり数 日続 く

遅延型(か くれ型)の 場合が混在 して起 こ

ります。重症 な場合 には(2)の反応が短時間

に急激に起 こり、病院到着の前 に致死的な

状況 になって しまうことがあ ります。

現在 は、アナ フィラキシーなど激 しい症

状 を起 こ した症例 の報告があ る食 品を10p

pm以 上含有 する食 品の表示義務 、奨励が

実施 されています。

「容器包装された加工品」の成分表示

我 が国における過去の健康危害の実情を調査し、過去に一定の頻度で血圧低

下 、呼吸困難又は意識障害等の重篤な健康危害 が見 られた症例 から、その際

に食した食品の原材料の 中で明らかに特 定された原材料を、特定原材料とする

特定原材料として表示が
義務づけられたもの

特定原材料に準ずるものとして可能な
限り表示するよう奨励されたもの

乳 あわび 牛肉 まつたけ

卵 いか くるみ もも

小麦 いくら さけ やまいも

落花生えびさばりん

オレンジ大豆ゼラチンそばかに 鶏肉 バナナ

キウイフルーツ 豚肉(2004/6)

厚生労働省は、2001年4月 、アナフィラキシーを起こす原因となる食品を微量でも含む「容
器包装された加工品」は成分表示を義務付け.2002年4月 より実施

4.牛 乳 中の女性 ホルモン

妊娠 した母体 は女性ホルモ ンを大量 に分泌 し、Th1反 応(細 胞性免疫)を 低下 させ ることで妊

娠 を維持 させ ます。母体 に存在する性ホルモ ンの うち、性 ホルモ ン結合蛋白 と結合 した性 ホルモ ン

は胎盤 を通過で きませ んが、遊離型 のホルモ ンは胎盤 を通過 します。 しか し、胎児 に移行 した性ホ

ルモ ンは、胎児 が産生 した αフェ ト蛋 白によってその作用が抑 制 され、妊娠 中、胎児 に対す る天然

の性ホルモ ンの影響は少 ない と思われます。出産後、母親の女性ホルモン産生は減少す るため、母

乳 中の女性 ホルモ ン含有量 は少な く、乳児へ の影響は軽度 と思 われ ます。

したがって、 自然の状態では、哺乳類の子供が胎児期か ら性 ホルモ ンの分泌が始 まる思春期 の前

までの問に、 自分で作 りだす性ホルモ ン以外 の過剰な女性 ホルモ ンの影響 を受けることはあ りませ

ん。小児期 に本来 は存在することが ない性 ホルモ ンの影響 を受けることで、免疫発達の変調、アレ

ルギー疾患増加 ・悪化、思春期以後 の性行動 の変調、不妊、ホルモ ン依存性悪性疾患の増加が懸念

されています。

近年、牛乳中の女性ホルモ ンは乳牛の妊娠診断の 目的で測定 されて きました。最近の研究では、
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日本で市販 されている牛乳 にも女性ホルモ ンが多量 に含 まれていることがわかって きました。飲用

の牛乳は、分娩後の非妊娠雌牛か らだけでな く、妊娠 中の雌牛か らも搾乳 されてい ます。乳牛は出

産後人工授精 させ られ、妊娠 中も搾乳 されます。妊娠 中はエス トロゲ ンやプロゲステロンが多量 に

分泌 されるため、妊娠 中に搾乳 された牛乳 中にもこれ らの女性ホルモ ンが多量 に存在 します。

牛乳中のエス トロゲ ンは多 くが抱合型(硫 酸 あるいはグルクロン酸抱合)と して存在 します。経

口的に摂取 した遊離(未 抱合体)型 のエス トロゲ ンの生物活性は比較的低いのですが、エス トロゲ

ンの硫酸抱合体(estrone sulfateな ど)の 生物活性 は高 く、摂取 した女性ホルモ ンの作用量は環境

ホルモ ン作用 を有す る化学物質や植物エス トロゲ ンが発揮す る作用の数千倍 に匹敵す ると思われ ま

す。 また、牛乳 にはプロゲステロンも多量に含 まれていることがわかっています(特 に乳脂、バ ター

に多 く含 まれる)。

思春期前男児の女性ホルモン産生量と日本の思春期前男児の女性ホルモン摂取量

小 児期 の女 性 ホ ルモ ンの分泌 量(一 日産 生量)は 大 人 に比べ て少量 で す。血 中の プ ロゲ ス テ ロ ン

は、比 較 的濃 度 が 高 いた めRIA(Radioimmunoassay)で の測 定 が可 能 で あ る。性 ホル モ ン産生 量

は血 中濃 度(μg/ml)×MCR(metabolic clearance rate:ml/day)で 計算 され ます。FDA(米

国食 品医 薬 品局)は 思 春期 前 の男 児 の プ ロゲ ス テ ロ ンー 日産 生 量(Dialy production)を150μg/

dayと し、 許 容 増加 曝 露Permitted increased Exposureを その100分 の1の1.5μg/dayと 勧 告 して

い ます。(http://www.fda.gov/cvm/guidance/guideline3pt2.html)

FDAは 計 算 に成 人女 性 で測 定 され たMCR値(13501/day)を 使 っ てい ます が 、Skakkebaekら は

体 表 面積 や小児 の性 ホル モ ン結合 蛋 白sexhormone-binding globulin SHBG量 が多 い こ と を考慮 し

て 、成 人女 性 のMCR値 に係 数0.4を か け て小 児 の 一 日産 生量 を計算 しま した。 この方法 に従 って計

算 す る と、思 春 期前 男児 の プロゲ ス テ ロ ンー 日産 生量 は60μg/dayで あ り、許 容増 加 曝露 量 はその

100分 の1の0.6μg/dayと な る。一 方 、 秦 らがRIAで 測 定 した 日本 の牛 乳 中 の プ ロゲス テ ロ ン濃度

は28.4ng/ml、7歳 か ら14歳 の 日本 男児 の牛 乳 摂取 量(Hl3年 度 国民 栄養調 査 か ら)は367g/日 、 し

たが って 、一 日 に10.4μg(許 容増 加 曝露量 の17.3倍)を 日本 の男児 は摂 取 してい る こ とにな ります 。

また、卵 や鳥 肉 、牛 肉 には同程度 の プロゲ ス テ ロ ンが含 まれ てお り、牛 乳 か らの摂取 に これ らの食

品か らの ホル モ ン摂 取 が加 わ る こ ととな ります。

同様 に計算 す る と、成 人 の場 合 、20-29歳 男 性 の プ ロゲ ス テ ロ ン一 日産 生量 は420μg/day、 乳

類 か らの摂 取 量 は3.3μg/day、20-29歳 女 性 で は プ ロゲ ス テ ロ ン一 日産 生 量 は19600,μg/day、 乳

類 か らの摂取 量 は3.9μg/dayで あ り、 どち ら も一 日摂取 量 は一 日産 生 量 の100分 の1以 下 に しか な

りませ ん。

エ ス トラ ジオ ー ル の場合 、FDAは 思 春期 前 の男 児 の一 日産生 量 を6μg/day 、許 容 増 加 曝露 を

0.06μg/dayと してい ます 。 この値 はRIAで 測 定 した血 中濃 度(4.4pg/ml)か ら計算 され てい ます

が 、低 濃度 の エ ス トラ ジオー ル を測 定す るた め にRIAは 検 出 限界 濃 度 が高 く信頼1生が あ りませ ん。

Kleinら は酵 母 を使 っ たrecombinant cell bioassayに よって 高精 度(検 出限界<0.02pg/ml)に 測 定

し、思 春期前 男 児 の血 中エ ス トラジ オール濃 度(エ ス トラジオ ール等価 量)は 過去 のRIAで の測 定

値 よ りは るか に低 い こ とを報 告 しま した(思 春 期前 男児9.4±2.0歳23名0.08±0.2pg/ml、 思 春期 前

女児7.7±1.9歳21名0.6±0.6pg/ml)。
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この値 か ら、成 人 女性 のMCRを 使 って計 算 す る と一 日産 生 量 は0.1μg/day、Skakkebaekら の計

算 式 で補 正す る と0.04μg/dayと な り、許 容増 加 曝露 はそ の100分 の1の0.0004μg/dayと な ります。

一 方 、秦 らがHPLC(高 速 液 体 クロマ トグ ラフ)で 測 定 した 日本 の牛 乳 中の17β エ ス トラジオ ール

濃 度 は121pg/ml、7歳 か ら14歳 の男 児 の牛乳 摂取 量(H13年)は367g/日 、 した が って、一 日に0.044

μg(許 容 増加 曝 露 の110倍 、 一 日産生 量 に匹敵)を 日本 の男 児 は牛 乳 か ら摂 取 して い る こ とに な

ります。 生 理 的活 性 を有 す る抱 合 型17β エ ス トラジ オー ル で は0.031μg/day(許 容 増 加 曝露 の77.5

倍)を 摂取 してい ます。

さ ら に、エ ス トロ ン摂 取 量 を同様 に計 算 す る と、 牛 乳 中 に は368pg/ml含 ま れ るため 、 一 日摂 取

量 は0.135μg(抱 合 型)と な ります。

女 児 の場合 、女 児 の17β エ ス トラ ジ オー ルー 日産 生 量(0.30μg/day)に 対 す る牛 乳 か らの摂 取

量(0.036μg/day)の 比 は男 児 に比 べ て低 い ので すが 、許 容増 加 曝 露量 をは るか に越 える女性 ホル

モ ン(1日 生 産量 の12%)を 摂 取 してい る こ とに な ります。

また 、卵 や 牛 肉 に は同程度 の17β エス トラジオ ール やエ ス トロ ンが含 有 され て いる ため、 更 に多

量 の エス トロゲ ンを摂 取 してい る こ とにな ります 。

5.ト ラ ンス 脂肪 酸 とは

植物性油脂(不 飽和脂肪酸)に 人工的 に水素 を添加 して液状の油脂を固化 させ た硬化油脂(マ ー

ガ リン、シ ョー トニ ング)、 ヘキサ ンなどの溶媒 を使 って高温で精製 された植物性油脂(市 販大豆

油、 コーン油、米油、ナタネ油、綿実油な ど)、高温の植物性油脂 を使 って調理 した食品(揚 げ物、

フライ、天ぷ ら)、植物性油脂 を含 み高温で調理 され食 品(ス ナ ック、冷凍食 品など)に は、 これ

らの人工的な操作 によって発生 した トランス脂肪酸が多 く含 まれていることが分かって きました。

トランス脂肪酸 は、反す う動物 の腸内細菌 によって作 られ、反す う動物(牛 、羊、馬、山羊 など)

の肉や乳脂肪 中に含 まれていますが、それ以外 の自然 な状態では存在 しない脂肪酸です。構造が天

然 に存在するシス型ではな く、 トランス型 になっている脂肪酸です。不飽和脂肪酸 は生物の細胞膜

を作 っていますが、細胞膜 を作 るためには不飽和結合部で折れ曲が ったシス体 の構造が必要です。

直線構造 をした トランス体 の不飽和脂肪酸が細胞膜 の構造内 に紛れ込 むと、細胞膜 は正常な働 きが

で きな くなる可能性が あ ります。血管内皮、気道粘膜、消化管粘膜、皮膚 などの細胞 も含め体内の

細胞機能が障害されて、生物反応が正常 に行 えな くな り、病気 を起 こす可能性があ ります。また、

天然の不飽和脂肪酸は体内で代謝 され、 さまざまな生物活性 を有す る物質(プ ロス タグランディン

や ロイコ トリエンなど)に な ります。 トラ ンス脂肪酸 は、体内では代謝 されないため、これらの不

飽和脂肪酸代 謝物の生理作用 をか く乱する と思 われます。 この結果、アレルギー症状 ・神経系の症

状 を悪化 させ、心臓病や糖尿病 な どの発生 を高め ます。

疾患 との関係で は、次の ような報告が されてい ます。

1)ト ラ ンス脂 肪 酸 は、 コ レステ ロー ルやLDL-C(LDLコ レス テロ ール:悪 玉 コ レス テ ロール)

を上 昇 させ 、炎 症 反応 を増 加 させ(IL-6やCRPな どを増 加 させ る)、 血 管 内皮 を損 傷 させ るため 、

虚血 性 心疾 患 に悪 影響 を起 こす と して注 目され てい ます。

2)ト ランス脂肪酸の摂取量が多 くなる と気管支喘息、アレルギー性鼻炎、ア トピー性皮膚炎 な

どア レルギー疾患 の罹患率が上が ることが報告 されてい ます。 トランス脂肪酸が炎症反応を悪化 さ
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せることか ら考 えると、 トランス脂肪酸の摂取が多い人ではアレルギー症状が激 しくなると思われ

ます。

3)胎 児や乳児 の発達 に影響 を及ぼす可能性 が指摘 されてい ます。

4)そ の他、 トランス脂肪酸は認知症 を起 こす可能性 も考 えられています。

1998年 、Aroた ちは 、 ヨー ロ ッパ の人 た ちは トラ ンス脂 肪 酸 を、 乳 製 品か ら30%、 牛 肉 な ど肉類

か ら10%、 植 物 油脂 ・魚 油加 工 品 か ら60%摂 取 して い る と報 告 してい ます 。

各国の対応:こ れ らの トランス脂肪酸の影響 を考慮 して、WHO・FAO食 事 ・栄養及び慢性疾病

予防に関す る合 同専 門家協議会(2003年)や アメリカの食品医薬 品庁(FDA)(2004年)で は、食

事中の トランス脂肪酸摂取量を総摂取エネルギーの1%以 下 にするよう勧告 しています。デ ンマー

クでは2004年 か ら加工食 品に使われる油脂 中の トランス脂肪酸含有率を2%以 下に規制、オランダ

で も油脂 中の トランス脂肪酸が規制 されてい ます。また、カナ ダでは2003年 よ りトランス脂肪酸の

表示が義務付 けられました。アメリカでは2006年1月 か ら トランス脂肪酸の表示が義務付 け られま

した。デ ンマークやオランダ以外 のヨーロッパ諸国で も表示や規制が検討 されています。

日本では、厚生労働省の公衆衛生審議会が1999年 に出 した 「第6次 改訂 日本人の栄養所要量」で、

トランス脂肪酸の摂取量増加が動脈硬化症の危険性増加につなが ることが指摘 されてい ますが、規

制や表示制度 は予定 されてい ません。

6.ア レルギ ー っ子 の食 生 活

アレルギー治療 の基本 は原 因の除去で

す。母乳以外 のもの、 とくにアレルギー

を起 こ しやすい食品を乳児期 には食べ さ

せない こと、また乳児 の場合 は、消化管

粘膜 を保護 して くれる母乳が大切 です。

よ く噛むこと、 よ く煮込 むこと、発酵の

力 を利用することなどによって消化 を十

分に行 うこと、甘い ものに注意 して腸の

状態 を常 に良い状態 に保つ こと、ア レル

ギー反応 を誘発 させ る油脂の過剰摂取 を

食事の基本は、主食 ・汁物 ・小付け・煮物・季節の果物

汚染の少ない、肉 ・新鮮な

魚が 手には入ったら食べる

主食

米や麦、雑穀など

玄米 は 汚 染され

やす いので 表面

を削って食べる

不足したVB1は 豚肉で補充

餌に注意した豚肉は汚染が少ない

魚を除 去する場 合はキノコ類 から

V.D.を補 充

汁物

野菜 を充分使った

味噌 汁や 吸い物 、

野菜スープなど

おひたしや
漬物
酢の物等

メニューに困ったら

野菜のいっぱい入った鍋を

煮物
新鮮な野菜を

使って

季節の果物

少 量をジュー

スにしないで

形 あるままで

食べる

避け、環境中の ダニやカビ、花粉、ペ ット、食 品カス(食 品は接触 でアレルギーを起 こします)な

どのアレルギー原 因物質の対策 も行ない、アレルギー反応の コン トロールをで きな くさせ ているさ

まざまな環境汚染化学物質 に対する対策 を実施す るこ とが大切 です。

食べ方 の基本 は、哺乳動物 としてヒ トが持っている消化能力 を十分 に発揮 した食べ方です。ヒ ト

の食べ物 は哺乳動物 としての生物 的な消化能力 によって決め られています。あま りに、哺乳動物 と

しての食べ方か らはずれて しまうと病気 を起 こします。 ヒ トの歯は穀物やイモ類、野菜などの植物

を食べるよ うに進化 しています。穀物やイモ ・豆 に含 まれるデ ンプンを消化する能力が高 く、デ ン

プンは、 ヒ トが生存するために必要 なエネルギーを得 るための食べ物です。野菜や海草な どは、デ

ンプンを消化代謝す るため に必要なビタミン、過剰 な活性酸素 を処理するために必要な低分子の抗

酸化物質の供給、微量 な ミネラルなどを補充 します。微生物を利用 した発酵は、 これらが体内で利
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用 されることを促進 させ ます。

では、 どんな食べ方が、アレルギー体質がある子供 たちには望 ましいので しょうか。基本は、米

や煮 た野菜 ・野菜の汁物 を中心 として、米や大豆の発酵物 を取 り入れた和食です。食事 の内容 を決

める場合、い ままでの栄養指導では、魚にす るか肉にす るかを選び、その後 に副食 を決め、 ご飯 に

するか、パ ンにす るかを決める ように教 え られて きました。 しか し、アレルギーを予防 して、健康

を維持するためには、 まず米 を食べ ることを考 え、野菜たっぷ りの味噌汁 を作 り、漬物 とお浸 し、

少量の果物、野菜の煮物 を作 り、汚染が少 ない肉や魚が手 に入 ったら食べ ることが大切です。玄米

は外側が土の汚染(ダ イオキシンや砒素、カ ドミウムなど)や 農薬の汚染の影響 を受 けやすいので、

無農薬で栽培 された玄米を探 し、玄米の外側 を削 った分づ き米(3分 づ き米、5分 づ き米、7分 づ

き米)や 胚芽米、 白米 を食べるほうが汚染 を軽 くで きます。ただ し、3～7分 づ き米は油が酸化 し

やす く、酸化 した油脂はア レルギーを起 こ しやすいので、精米機 を準備 し、精米直後 に食べ ること

が必要です(削 った糠部分 に汚染が強いので糠 クズを吸い込 まない ように、また、子供の体 につか

ない ように注意)。 米のア レルギーがひ どい場合 は白米 を食べ ることにな ります。 白米 を食べ るこ

とで不足 しが ちになるビタミンBlは 、汚染が ない餌 を食べて健康的な環境 で育て られた豚の肉 を

食べ ることで補充で きます。魚 を除去する場合 は、魚か ら摂取 している ビタミンDを 、他 の食品か

ら補給する必要があ ります。豚肉、 きのこ類(生 しいたけ、えの きたけ、なめこなど)に 含 まれて

い ます。干 しシイタケは豊富 にビタミンDを 含んでいるので、だ し汁や料理 に利用す るように しま

しょう。乾燥 キクラゲには、 とくに高濃度の ビタミンDが 含 まれるため、時々使 うようにしま しょ

う。海草は、 ヒジキ以外 の ものを少量使 います。 ヒジキには有害 な無機 ヒ素が多 く含 まれているこ

とが2004年 にわか りま した。食べ す ぎに注意が必要です。乳児 は食べない ように避けることが必要

です。

卵や牛乳のアレルギーがあって も鶏肉 ・牛 肉がアレルギーを起こす可能性 は数%か ら10数%で す。

しか し、肉は、飼育 に使 われた飼料 によっては、化学物質汚染 がひどくアレルギーの誘発 因子 とな

る場合があ り、牛肉や鶏 肉(ブ ロイラー)は 同時 に除去をするように しています。獣 肉で汚染が少

ない ものは、汚染が少ない餌 で育て られた豚肉です。 この豚肉 も汚染 を受けやすい油脂 とレバーは

避 け、筋肉部分 を離乳後期 に使 うように します。 また、牛肉や羊肉など反す う動物の肉には トラン

ス脂肪酸が含 まれるため過食に注意は必要です。

子供や母親 ・家族の腸 内に正常 な日本型の腸内細菌 を育 て正常でた くま しい免疫 を作 るためには、

味 噌や しょうゆ、み りん、酢 など(大 豆 ・米 ・小麦 を麹や乳酸菌で発酵)、 漬物 など(野 菜 を乳酸

菌 で発酵)、 納豆(納 豆菌で発酵)な どを離乳食 で利用す ることが必要です。 これらの食品中の各

素材の蛋白質は発酵 によって分解 されているため、使われている米 ・大豆 ・小麦 ・野菜 に対するア

レルギー反応 を低減 させ る作用 を有 してい ると思われ ます(同 様のアレルギー反応低減作用 は充分

煮込んで蛋白質を変性 させることで も効果が期待で きます)。 牛乳を動物性乳酸菌で発酵 させた ヨー

グル トは、野菜が充分に利用で きない北方の民族が利用 した発酵食品です。 日本人であれば、植物

性乳酸菌 を利用 した前述 の発酵食 品を利用することが望まれ ます。

油脂の摂取:細 胞膜の構造 を変化 させ、心臓疾患や糖尿病、認知症、 アレルギー疾患、神経疾患

を発生 ・悪化 させ、子供達の発達に影響する トランス脂肪酸が含 まれる油脂食品は避 ける必要があ

ります。1)人 工 的に水素添加 した加工油脂(マ ーガ リン、 シ ョー トニングな ど)、2)油 脂 を含
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む加工食品、3)高 温で抽 出された植物油脂の使用、4)揚 げ物 など高温 で植物性 油脂 を使 う料理

を避 ける必要があ ります。圧搾絞 りで生産 された農薬汚染が少ない油脂 を、高温 にならない調理方

法で使い(油 脂が変性 しない)、 過剰摂取 しない ことが大切です。 また、 リノール酸の過剰摂取 を

避けて、 αリノレン酸 を野菜 ・芋類 ・豆

類 ・果物か ら充分 に摂取することが大切

です。油脂は様 々な化学物質で汚染 され

ているため、汚染が少 な くなる食べ方が

アレルギーを軽減 させ ます。汚染がある

魚、獣肉、卵、牛乳に注意が必要です。

汚染物質は食物繊維や葉緑素 に吸収 され

て排泄されるので、野菜 を刻 む、煮込む、

す りつぶすなどの方法で植物の硬い細胞

膜 を壊 して食べ ることが必要です。

食環境

●ダイオキシン・PCB、有機塩

素系化学物質、有機リン系化
学物質、有機水銀、有機スズ、

ヒ素など免疫を低下させ神経を

過剰興奮させる化学物質で汚

染された食品を避ける

●女性ホルモン作用・抗男性ホ
ルモン作用を有した化学物質、

女性ホルモンを含む食品の摂

取を避ける

● リノール酸、トランス脂肪酸、

硬化油脂(食用加工油脂)の 摂

取を減らす

●食物繊維 ・ビタミン類 ・抗酸化

物質を多く食べる

これらは同時に、神経・行動・情動の正常な発達をうながす

環境からみた

アレルギーの

治療法

日本という土

地・生活環境

に適した食べ

方・暮らし方

をつくり出す

生活環境

●空気 ・水 ・土の汚染を減らす努
力をする

●ホルムアルデヒド・室内揮発性

化合物VOC・ 有機リン系殺虫剤・

有機塩素系殺虫剤・合成洗剤(界

面活性剤)・タバコ煙等による室内

汚染を減らす

●ディーゼル車排気・除草剤など

外気中の化学物質汚染を避ける

●揮発 ・溶出する化学物質が含ま

れる合成樹脂 ・ワックスなどの使用

を控える

●寝具を洗って掃除機をかけ、ダ
ニ・花粉・カビ・動物抗原・土ほこり

(ダニ・カビ、化学物質などを含む)
などの影響を受けないようにする

次のページの表は、実際 に生活指導 を指示す るときに使 う表です。参考に して くだ さい。

当クリニ ックでア レルギー対策を行 う時に実施す る内容がすべ て記載 されています。
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